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務教育の方法をめぐつて」

「い ま、企業 の現場 で は」
ビジネス実務教育に期待するもの

マツ鉢 式会社 取縦 人事本部長 武 鎗  正 勝氏

公 開 語 ,

私の名前は画数が多いものですから テ ス トの時などは 私 が名前を   経 常利益  497億 円

書き終わるころに 周 りの人は問題をた中まで解いてしまっているなど    当 期利益  305億 円

何かとハンディがありました。この名前は東京に二 三 軒 広 L・に一軒

きりだと思いますが 倉 弦の私の住んでいたところにはこの名前が結構   ご 覧いただきますように 今 でこそ利益があがっておりますが こ れ

あります。                               が 数年前まではそのままマイナスの数年であったとお考えください。よ

今日は 私 うす日ごろやっていること 感 じていることをお話しいたし  う やく回復の軌道に乗ったといえるかと思いますが 依 体として離しい

ます。その中に何かしら参考になること,tあるかもしれないと思いますが   状 況であることに変わりわりません.

独断や偏向力まあるかもしれないことをお断りしておきます.

マツ/の 既要は次のとおりです。                1日 本的雇用慎行の変化

この舷しい状況を受け 企 業の雇用環境も大きく変化しております。

社  名   マ ツダ株式会社                     従 来の日本的扇用慣行は

会社設立  1920年 (大正9年 )                   ]】 終身雇用

ヨは撃 内容  案 用草 ト ラックの製道 販 売等             12年 功序列

資 本 金  1200億 円                      13新 卒―括採用

従業員数  24000名                        の こつと考えられています。ただし こ れに 「企業内社合Jを 加える

営業利益  556億 円                       場 合もあります。



ll終 身雇用

終身雇用は、大企業を中心に 戦 後暗黙の了解のもとに行われてき

ました。もちろん現在でも行われておりますし、次のようなメリット

もフめられておりますので、これを積極的に否定しようとする企業は

ないようです。

計画的育成が可有印[なる

帰目意識を高めらllる

配転が容易て能力を多方面て活用できる

労使の関係が安定する。

一方 終 身雇月には、

不況でも人員整理ができす 人 員構造が硬直化する

能力がなくても昇進するため 人 件費が増大する

などのデメリットもあるため メ リツトを生かし デ メリツトを縮小

するような方法が求められています。また 会 社側の事情とは関係な

く 社 貝の側の意識が 「同じ会社に最後までいない」方向へ変化して

きています。たとえば 松 下では退職金をサラリ
ーに上乗せする制度

を始めましたが、新入社員の約半数がこの制度を選択しています。こ

れを全社員に広げようとする動きもあります。

五 六 年前になりますが 日 程に 「入りやすくやめやすいの力
Sよい

会社の条件」という記事がrRり、我々人事関係者の間で訂判になりま

した。 'ぬ るま湯
"の
ような会社だと、たとえ社内で通用しても他で

は使えない人材になります。キヤリア形成がはかれ 他 で通用するよ

うな能力を身につけられるような会社が、よい会社ということになり

ます。このような方向へ動いていくことを 「終身雇用のゆらぎJと 呼

んでいます。なお、最近では 「終身雇用Jで はなく 「長期継続雇用J

という言葉が使われるようになっています。

12年 功序別

次の 「年功序チJJで すが こ れにはほとんどの会社が否を的です。

まさに音を立てて崩れているという感じ力言します。年功序列を賃金と

昇進という側面から見てみましょう。賃金では 「年締結Jか ら 「年解

制」への移行が始まっています。成果 (アウトブツト)に 対する報副

という考え方です。そのため、前年より下がることもありますが 反

面大幅にアツプさせることも可能です。昇進では 「定期昇進」から

「lj5時昇進Jへ 移行しています。能力に対して地位が与えられるとい

う考え方です。

13新 卒―括採用

「新年一括採用Jは  欧 米ではあまり見られす 先 進国では日本と韓

国だけに見られる現象です。新■中この採用は 「 ポテンシャル採

用Jで あるといえます。長期的な視点に基づく人材の確保 育 成 強

化が可能になります。しかし テ レビで報じられたように 新 車がす

ぐにやめてしまうという現裏がおきています。この制度が
一挙に崩れ

てしまうことはないでしょうが こ れからは 隆 秀な人材であればい

つでもどこでも来用Jと いう方向になっていさます。

これまで一般的な話をしてきましたが ま とめますと 「能力 実 績

二技に基づく人材の確保 育 成Jの 方向へ動いているということにな

ります。

2マ ツダの郵 ヒ

さて こ れからはマツダにおける環境の変化についてお話します。ご

承知のようにマツダは1979年にフオードと提携 1996年5月にはフォ
ー

ドが株式の33%を取得し 社 長以下7名の伐員がフオ
ードから派遣され

ました。なお 役 員は全体で33人おります。これを見まして マ スコミ

はマツダの経営方針が 「フオードの押しつけJだ などとよくいいます。

それが全くないとは申しませんが そ ういう方法では経営はうまくいか

ないものだということは お 互いによく認識しています。われわれは

日米の文化がミックスされた第二の文化、 「新しい文化Jを 創造するの

であるというように畝識しています。

この新しい文化とは、会社の風とを

ボトムアップからトッフダウンヘ

論理性とデータの重視

変革へのり麟

の方向へ変学していくことです。従来のポトムアフプは合意形成を重

視していましが 最 近ではトフブダウンで物事が決まることが多くなり

ました。 ト ップにはスピードと実行力が求められようになります。平た

くいいますと マ ツダのトップは
一生懸命仕事をするようになりました。

また、ロジックとそれを表付けるデ
ータがきっちりしていないと 通

用しなくなりました。これがないと 「差し戻し」ということになります。

これまでのような 「何となくわかるJと いうような日本的な暗黙の了解

ではやっていけないわけです。

変章への挑戦は、正直に申しまして日本人だけでは雑しいといえます。

どうしても過去の慣習やしがらみにとらわれてしまいます。フォ
ードの

役貝が入つてきたことによつて可能になったといえます。社内では 英

馬のモanⅢatlcI(変革)や u■llsFemlatlcI(変換)と いう言葉がよく使われ

ます。なお、会議で仁われる資料は日本語 英 語の二つあります。また

同時通訳がつきますが、我々日本人はおおむね英語が分かりますし、フ

ォートの役員も置れてきてだいぶ日本語が分かるようになってきました。

それでは、具体的なマツダの施発についてお話します。ますは、
一昨

年から次のような新人事システムを導入し、能力主義を髄底するように

変更いたしました。

21有 能人材確保

22計 画的育成

23阜 期選抜

24抜 擢人事

21有 能大材確保

よく 「企業は人なり」といいますように有能な人材を確保できるか

どうかは企業のfF続に関わります。そのために マ ツダでは 「機種別

採用」をおめました。たとえば事務系結合職では、 「財務」 「マ
ーケ

ティングJ「 経営企画」 「CS(ゼ ネラルスタッフ)Jの 四つの部F5

別に採用します。これが意外に学生に評判がよく、言欲の高い学生を

確保することができました。従来は 「成社Jで しため
= こ れで本当の 防

職Jに なるわけです。たとえば従来は、司法試験にJt戦 したような争

生が就職すると 大 枠で採用されさまざまな職場へ配属されていまし

たが マ ツダではそのような学生は法務の仕事ができます。司法試験

かマツダでは務かというような計判をいただいています.

また 採 用は通年化され 海 外で勉強している日本人留学生も積極

的に採用しています。

22計 画的育成

人材の育成は lL来 oJTに 頼っていました。名前はいいのですが

ややもすると成り行き任せで い つまでも同じ仕事をしていたり 意

識的な育成ができなかったりする欠Hが ありました。そこで 入 社4

年目までを 「基礎育成期Jと 名付け 個 々人の育成計画を立ててそれ

に基づいて民開するようにしました。従来はてこのような長期的な計

画に基づいてさまざまな仕事をさせるような試みはありませんでした。

23早 期選抜

従来の昇進は 10年 でrT長 15年 でマネジメント 50歳 ■ばで役員

というのが英型的なパターンでした。もちろんこれはトツプまでいく

人のものです。なお 同 程度の規模の企業ではさらに遅く 15年 で係長

40歳で課長というのが音通です。マツダでは、これをさらに早め 10

年でマネジメント 4n歳 でイ受員昇格が可能になるようにしました.



フォードの役員が最初に手ねたのは 日 本では昇進がなゼこんなに

違いのだというものでした。日本人は優秀なのに ど うして若い人が

揺官に参加しないのだというのです。これに対しては 今 までそうだ

ったからとしか答えよう力`ありませんでした。ロジックがあるわけで

はなく 結 局は年功序列のためにできなかったのです。従来はこれで

も機能していました。しかし 経 官環境が絃しくなると 能 力のある

人もない人も同じようなわずかなペースアップしかできなくなり を

を付けられなくなります。これでは、能力のある人に細得をしてもら

えなくなります。

24抜 授人事

新聞等で報じられましたように マ ツダでは41歳の取締役力す誕生し

ました。実のところ こ れには本人もびっくりしたようです。地位は

能力に対して与えられるというお話をしましたが 若 くても惜在能力

のある人は全用し 企 業体質を強めていこうという方針に基づいてい

るわけです。もちろん 同 じ部署の部下が直属の上司になるというよ

うな極端なことはしませんが 年 次の逆転はよく起こります。従来の

カルチャーにはなかったことですので 確 かにあつれきはあります力ξ

それも時間とともに収束していくものだという体験をしています。

3マ ツダの求める大財

マッ/で は

誠実 (ntegr ty)

専P3性

自立した人材

創造 変 草 実 行カ

意欲 向 上心 事

のある人材を求めています。不試実な行動により企業そのものの信用

をfRなうことが 最 近よく起きています。株二や地域の信頼を実うこと

があってはなりません。先にもお話しましたが そ の企業を離れてもや

っていけるような専門性力= こ れからますます求められるようになります。

自ら行動できるような 「自立した人材Jで なければ 企 業ではやってい

けません。また  「 倉J道 変草 実 行力Jは 企業を動かす原助力といえ

ます。さらに IQだ けでは そ の人の賞価は分かりません。これからど

れだけ成長する力Hよ そ の人の持つ 「宮欲 向 上じ 夢 Jに かかつてい

ます。

マツダでは こ れらの要率を rf用 だけでなく 入 社後の評価のと半

にもしていますⅢ

4ビ ジネス実務教育への期待

私がビジネス実予教育に期命しますは 次 の能力を育成することです。

コミュニケーション能力 (プレゼンテーション デ イベート  )

知的基礎体力 (読む聞く話す書く)

読理性 (ロジック)

創造力

考える力

大″基礎的なことで中し訳ないのですか 拘 的と使体力が不足してい

るように見をけられますぃ言葉数は多いのに何をいっているかわからな

かったリ メ モかちゃんと取れなか■たりする新スil員が増えています.

『任に 「★■でJ皆える日本F子の墳業J と, うヽiご事うすあったことを生えて

います。

如的士聞 l力 と'ブ ′クがそろってはじめて 実 強やスキルを仲は十

ことができます。 また 企 業は 1ヽろ(1ろなものををいとします力i それを

支えるのが 「考える力Jで す。独断とlr兄で中しますが 実 々に必要な

のは 「考える力Jで はないでしょうか。しかし ス キ レは仲ば十ことが

できますが 考 える力す一前一夕によ仲びません,

そのためにます コ ミュニケーラョン能力のレヘルアンブt凹 ること

から始めてはいかがでしょうか。ブレゼンテーション デ ィベート ネ

ゴシユーション イ ンストラクシヨンなどの技とは ス キルといえますが

これらのスキルの獲得を通して知的基礎↑力のレベルアップを図ること

を目的とします。日本ではあまりやられていないようです力` 大 学や短

大でこれらの教育は可能だと思います。マツダではこれらの能力の高い

人を採用したいと考えています。フォードから来た人たちは コ ミュニ

ケーション能力が非常に高く な かなか太刀打ちできません。あわてて

社内でスキル育成を行つているところです.な お 社 員の中にこれらの

授業を受けたという学生がいましたカミ 他 の社員と能力差力`ありません

でした。

情越ですが ビ ジネス実務教育に対して梶朱をさせていただきます。

ます執官ですが 民 間から採用することと 企 業で研1歩をうけることを

提案します。私どもの会社でも 大 学から教官を招いて講義をしていた

だいていますが 民 間の経験力あ る先との評価力攻変高くなっております。

次に専門学校とのと,U化ですが 専 門与技はスキル教育ですから 大 学

何大では 「考える力Jの i目章を第一にしていただきたいということです.

ビジネス実務教育を柿先としてとらえるわけです。長ltに力'キ ュラム

を効果的なものにするために 授 業を知的基礎体力のレベルアップをは

かる内容にすることと 各 種授業との連携をはかることを提
‐
fい たします。

5 終わり1こ

企業は変革しないと生き残っていけないことを実感しております。碓

かに長く暗い時期ですが こ れを経て新たな飛躍わすあると信しています。

これは 大 学や短大でも同じことではないでしようか。変化に対処でき

なけオtば生き残れないのです。 「目に見える形での変化をJと は企業に

対してのフレーズですが こ れをそのまま■たに対して送けたいと思い

ます.

このような設i寅の機会を与えていただいたことに感酎いたします。ご

部聴ありがとうございました。

Q&A

Q貨 全体ネのなかで 職 務キ合と評nmまどのように変イししましたか。

A勇 年にマネジメントを対象に■俸制をた止し年停 1ヽにしました。

ただし ポ ーナスはこれにをまれませんし 一 ni社員はまだ年

作前になっていません.評 価は大変blしい出起です.マ ツダで

1ま「目標管理市J皮Jを 導入しています。年初に 「訂価ラートJ

に記入して期水に評価するわけですが 欧 米のようにAECの よ

うなnr価のお呆をす―プンにするところまではいっていませんt

おし合いは行われますが ス 方か納得して評価を決めるわけで

はありません。後で 方 的に評価を知らされるというわけです.

QA格 はどのようにnT価されますか。

Aそ の資格がないと仕Ⅲができないようなll也てはある程度反

映されますが 一 批的な女杵が即■全に反性されるということ

はあ中ません。フコートでも■しだ思いますt

Q市 成11回は 結 合llでも一拘t耽でも同じですかⅢ

A tt■lの声成〔H迪Fは 竹 合牧を対象にしたものです.一 性恥にも

市成1凹Fはありますが 短 期のスキル育成などを叫Ⅲしにを札場

で1,っています.

(■■ :片確単ユ|



自由テーマ研究発表

●第1会場●

―プロトタイプの構築を中心として一

訂岡県立大学短期大学キF

安国 実 理佳

現代のビジネス社会の 卜′ブマネライントにと

って過とかつ的確に市 =な 者思 l・iを し 効 ■的

に業務を処型 し ,と行してい(た めには 有 能な

安田女子短期大学 山 下  明 博

卜に関する情報教育の必要性と す 口女子短期大ft干科で試行したイン

トラネット情報教育の評価を報告した。

日本の企業は 怖 報革命Jと 呼ばれる技術草lflの中で そ のii動速

度の見直しを迫られている。そして ar業 内情報を発信したり 企 業t

動のスビートを確保するといつた役割が ftキ に水められてきている。

そこで 秘 書科において 2年 後期の 「エンドユーザコンピューテイ

ングJ演 習 iS時 間のうち 5時 間を使ってイントラネット教育を試行

した。

HTML文 書の作成環境には Word,7を j重択した そ して■JJま 自 己

紹介から始め 他 の■生に内卒を悔時会出しながら4段lPHのi宜習をこな

していったてまた ■ 生に動画6【F等を使用させ HTML文 十作成への

興味を対杭させるようにした 14草 終了後のアンケ
ートでは ,4%の ■

生うi境☆に興味を持ち 98%の ■生が自分の成果物に満足したと答えて

いる。

他方 今 回のi寅習では 著 作lt侵書や情報発信能回の妥当性といった

問題点がFfE記できた。今後 こ れらの間題点を考はしつつ 秘 昔干の他

の半P]科目とのせ推を行いながら 実 弦により近い形でイントラネット

教育を行ってい営たいと考えている.

材普の柿佐が不可矢である。こうした社会1青勢の中で 経 甘柏親システ

ムの一沢を担う秘書の有成のためには そ の夜化に対応した柔執な教育

が必要となる.そ のような教育か行える教有担当者の比は限うれている

ことから 口 誉教育を行ういのッー レとして 本 ッコンによる4/K育ソフ

トは有効となろう。また ヨ ンビュータのネットワーク化が進んだ規代

社会では 地 理的 ‖1問的な制約を超えた形での教育指導も可能となっ

てきている。以上のこと力ヽち ヨ ンビュータを利用した教育ソフトを開

発し そ の可能■を探ることは古義探い。

教育担当者に代わって 材 書実存の教育を行うことができるシステム

のlTT発が車想ではあるが そ のシステムの中に教育担当者の膨大な如古よ

在残 判 断基準などを雄中込むことは現段階では不可能に近い。

そこで本研究ではニキスパート シ ステム構単の手よを取り入れ秘書

実材教育の中から秘書検定の教育を行うことができるシステムを補単す

ることをHAみた.

全国大会では本研究の目的 祝 要などをtrtべてから 英 1特にプロトタ

イプの実減を行った。今後も大会で得られた女‖見を採 り入れて よ りよ

いラステムの経集を目指す。

浜 松 短 期 大学 戸 田  昭 直

J rl.女子短期大字 西 川 三 恵 子

上lt女子短期大学 桂  信 太 郎

企業の行Ft実市は 会 】処理のコンピュータ化

や会村制にの割準化 企 ☆会計との改正などによ

う多響を受け 揺 理実材担当者の業市内行や千型

実務能力も変化する。ビジネス矢務教育での在型実

務教育の内容は 経 理実務担当者の実きに即したも

のである老要がある。本研究は 社 会の変化に即応

した在型実格教育のiり 方を11計するとrtilと す

るために令キの得母i訪 担当者に■点をあて そ の

キ予内を 老 要とする能力について調査 研 究を実

施した。調査期日は 平 成lo年8月1日かち民局31日

まで 調 査地技は高知県と静岡県 討 埜対象はを,

内の事業所である.

調査内合は 催 型実務の研修方法 lE当 業者内容

を型実お担当者として身に向けたい津記会計の抑止

情報化時|ヒのIL理実弦担当者として身に付けたい1回

誰 技 能 業 務trF行で重視する能力 将 来の社型実

格担当を惚などであったt集 計方法は 卓 れ集Jと

に理実務に既年数 (を理実務経験S年末前の場合と5

―経営組織と科書との関わりを中心に一

名古屋女子帥 岸 部 柴 L山  正

一柳 達 幸

中村 健 膏

内山伊知郎

安日英理佳

石)雅 健

國日干恵子

平田 祐 子

余語 真 夫

福岡 欣 治

加藤 宏 美

一 言 女 子 短 期 大 学

部岡県立大学短期大学部

同 志 社 大 学 文 字 i に

静岡県立大学短期大学部

名古屋女子文化短期大学

全 沢 女 子 短 l g l 大学

近 畿 大 学 短 期 大 学 部

同 志 社 大 学 文 字 部

離岡県立大学短期大学部

部同呉立大学短期大学部

イントラネットは イ ンターネットの技術を企

業の内部に'自力Jし そ の中での情章R共有を安価に

実現するというものである.今 回 イ ントラネッ

]  は じめ|[

本発表では 秘 普担当部門および秘書といつた問地祖紙遷官および

秘言担当部門のJrrl場 業 務に関するll事性 効 率化に関し以下のよう

に分lF結果を報告した.

年以上の2区分)に よるクロス集計とした。

J 交ヽ精呆から 経 理実務経験5年未満の場合は 取 引データのスカ

仁事のi也票 楽 iな どの彗本的なJ命 業務が中亡であう 必 要とする津

記会』の知設や技術や情報処理能力の知識や技flは日常取5を 処理する

範囲であること な 理経発 年ll上の場合は そ 担当部署からの資l■rI収

決算スケジュール管理 株 式結会の資料作成 財 務話表の作成 け 務分

析など 裾 翠真務全体を単fEしておこなわれる業務が中心となり 必 要

とする能力は !t栃 官型などの応用知識や部門や会社的視点で1青報シス

テムを犯える能力であった。今回の調査 研 究の措呆から ビ ジネス実

話教育でのこ型実袴北力育成の課題として 焚 化する准型実務内容の把

握や目指す任型実務担当者の明確化 短 大での経型実務教育内容の再検

言十の必要性が明らかとなった。



2 調 査方法

『会社四手報J98年 3兵 IElt5号)よ り 計 6,S社を抽出し It書 坦

当部門の責任ヤ お よび秘営訳員に全同祝快の鄭送河iを 実施した。

詢4内 作は す 任イに 「会打全体のコい性1伍占のJ十散 |お よび!t任哲と

は十の枚方に 「秘杷部門の職場 ★ 材の将散 (幼卒性の評価含むIJの

回告を分析することとしたⅢ

せ苦fH当■|‖1の十任者先に 責 任者用のPhl至事 1舟↓ 秘 省IR貝用の調

査票3部 を■+1状およびモ信用封荷とともに■llして'と付したt責 に者

用は本人が 財 普評真用はす任者を通して可椛な限りrtl弦年数が2年 以

にの■普課員に配布し そ れぞれ個けJに」を 返 'とするようllN輌した。

すr任者では 1]社12S名 秘 干ntrlでは125社1●3名から回各が件られ 双

方からは,8社 ti任 者98名 秘 書24名 )だ った.

3 結 果と今後の展望

■報■から 大 きく次の=■ う1揃 できた.第 一キは 祖 拙モ常や職場

★材の特徴が責任者 秘 きス方の仕事の幼午ほと閉せしていることである.

もちろん業務の功キ性はi観 的な幼キ感によつてのみ把握されるべきも

のではないが 少 くとも 「幼キ的でないJと の設離のもとで業務が幼■

的に送行されているとは忠われない。またわ=キ は 責 任者と秘昔の間

で職場 尭 訪の4争散に関する認試に広範なズレカtみられることである。

特に責任者と秘書をマ ンチンダさせた刑t祉単位の分l■でこの結Ⅲが得ら

れたことは 秘 世i卜P町全体としての十市の円いな送行を"rlる 原凶にな

っていることが推‖,されよう.

今後さらに 多 様な項目関の相互関連も検討しながら 秘 書業務の幼

千化に関遭する語妥因を夕両的に分析し 劫 車化に向けた兵任的梶言に

もつながる々求をおこなっていきたいも

力!をから研究が行われてまたが 電 rメ
ール利用

が仕Ⅲのスタイルや仕 ⅢJミ ュニケ
ーラョンに与

えている彰響 電 子メールに対する0-カ ーの考

え方 よ し方 ピ ラ十ス メ デ |アの|ルとな化午

に点■をあてた調充nl究はいまだ少ない こ のよ

うな問題音試オら ,7ィ スの席報1し NW化 が

ビブキスに与える彩料についてのモと学的 ま た

はiL会■な先行巾F生をとlltとしながち lよ にのよ

うな紀iを 有する質問祇出“苺を泄封 実 地した

ます ()1実 はとしての電 rメール利用は■Jを 91ら力」こするため

1ロキたい■!・ツク回批 在 送信故 刊 用時間キのデータを収にした.

次に(2)電子メールのキJ打J,i r7_ヵ―の仕事のスタイルに与えている★烈キJ

について 来 H/2の効■化 及 び仕事のひろがいという二つの祝点から明

ちかにしようと試みた。"川えて (3)「社内ヨミュ■ケ
ーラョンにケえて

いる形増J (4)「 電子メールに対する考え方 感 じ方J (5)「 電子メ
ール導入前後のビネス メ デイアの利用交化Jに ついて そ れtれ 質問

項目を駐iし た。調埜机要は以 卜のとおけである.

(1)調 査 期 間 ! 1999年 2月22日 ～3月宮0日

(2)調 査 方 法 1 質 問lI調査 (留め置を 郵 送法)

(3)質問紙配布数 1 363通 (8通 X46オ フィス)

(4)質問紙回収数 i 323通 (回収率 1873%)

東京工芸大学女子短期大学部

東京工芸大学女子短期大学部

Anazon com inc

ビンネスにおける 「電子メールJ

大島  武

村田 雅 之

西野伸一郎
利用の実態については 既 にl l々な

設定したfr項日に対して興味沫い洵1見か律られたほか ネ チケットの

定着状況や 私 用メールの現状など 更 なる調査分析を必要とする研究

課題も浮さロタリになった.発 表終了後の質疑応答で指frを受けた祝ヽも

あまえ 今 後は 「調査領域の拡大 深 化J「 T.・宮サイト ワ ーカーの古

討ギャップの把握J「 メディア及びメデイア機器が'一 キングスタイル

に与える形響J争 について'F究を浜めていきたい。

以 上

来本発表は 研 究石ヽ也 「電子メールがオフイス ワ ーカーのワーキン

グスタイルに与える影響J I「成 10年 度日本ピジネス実訪牛会Fl成研究)

の一言Fとして実施した 「ピジネスにおけるこ子メール利用の矢態 意 志

調査Jの 概要報告である。

●第2会場●

―ジェンダー。バイアス払拭のための考察―

広島女子南短期大学 石 井  三 恵

女性も一人の人川としてfr利を持ち 対 挙に扱

われるべきだという言乱を高年教育機P‐Tを卒業し

京 都 短 期 大  学  笠 原 多 恵 子

和戸女子大学瀬戸短期大学 中 川  伸 子

大 阪 国 際 女 子 短 期 大 学  〉由谷  組 子

企業の社会的責任の一つとして地Ft環境問題ヘ

のとり打1みが間われている。日本企業のオフ イス

での ltに 事務分野での環境問題への取り組みの

実態調査を共同研究のテーマとしてとりあげ 近

整ブロック共同研究活動としての承ヨを得た。樟

題の下に環境マネジメント ラ ステ21s014001の

認証取告をした企業を中亡にその現状を調査する

こととし 今 回の調査対象として業種のことなる

NEC(東 京)キ リンピール株式会社 (神戸) 原

田札務会計事務所 (東京) 大 岡打庁を選びだした。

た後 経 済社会の一員となる女性たちにも、彼女たちとと共に生さなけ

ればならない男性たちにも学ぶ機会を与えるべきであると考える。ビジ

ネス実務を学ばせるにわたっても 私 たち教貝のとヽの中に存在する 「ジ

ェンダー バ イアスJを 1/jrし 「 ジェンダー フ リーな教育Jに 立脚

したビシネス真務教育の碓立が不可穴であるとの観Hか ら考察を進めた。

1979年に国逆で採択された 「女性差,慌 廃条約 (通称)Jを 日本政府

が批准するにあたつて 初 宰 中 今教育機関においてはジェンダーの視

点で自己汽校する機会が生まれたといえるが 高 等教育機関においては

女性学問担講座などが増加したといえ 十 分であるとは言いがたい。と

くに ■ 習者の意識に性差,Jをすり込ませる 「慣習Jの 存在は 「贈れた

カリキユラムJと して指摘されたおり 敦 師自身がジェンダーに関いを

払わなければ性差別を認識できす ジ ェンダーの再生産に拍車をう‖する

こととなる。19,9年4月から改正男女雇用均芋法が実施され 6月 には男

女共同参画社会基本法が成立し ビ ジネス社会を取り巻く景壇も新たな

展開を迎えた。秘手教育をさらにスバイラルアップさせたビジネス実務

教育へと転換していくためには 外 野からの批判を束摯に受け止め 自

己点枚を四る必要性がある。女性差別救廃条約の第10条 (C)■ にも 「教

材用図書及び指導計画を改定すること立びにお尊方法を調整することに

より行うこと」とあるように ビ ジネス実務教育の教材や図書 指 導計

画など ジ ェンダーの視点をあまえ 早 急に再l■築するツ要があろう。

各事業所を訪問し fl当 者から活動の詳細について証明を受けた。

非政府機関として設立されたlSO(lDに rn“iontt Org4DレれOn ttr

Standld'aton国際標■化機構)は環境に関する国Pr規格であるIso 14000

シリーズを1996年9月 に付J定した。日本でもこの国際規格を取付する企

業数が現在で既に1600社以上となっており 今 後も急速に増加する事が

予想される。

1)NEC(日 本電気株式会社)ペ ーパールサイクルの推進 古 紙回収

運動の徹底 回 収容器や回収方法の整備 オ フイスステーシヨン

の設置。

2)キ リンピール株式会社 1160%ゼ ロエミ′ション対策 事 務エリ

アにおけるJピ ー用IF 事 務用品の使用量のHJ減 省 エネ対策。

3)原 回税務会計事務所 !事業系不用用TI及びOA庵 葉物の肖J成 分

別リサイクル 省 エネの促進.

4)大 阪府庁 !省エネ リ サイクル グ リーン嚇入 用 紙使用量抑制

‐



午を合むエヨアクションプランヘのと'祖 み,

以 L る 事業所のエコロブー活ljの現状について発表した。また

IS0 14001が今後日本の企業に与える,夕智 門 超点についても言llした.

まとめ

「最高の経iと は環境上れのを■であり に 高発更と環境保iせは共辺

の目的である。Jと いう考え方から 瑞 壇保全|キ動は企業の社会的責訪

となつている。しかし そ の実行に当たっては ま だまだ夕くの問題が

にされている。今後日本企業がどのようにこの間遇と】Rり組んでいくのか

ビジネス実行教育としても実とを理解し た 業の中でも新しい
/r業/r化

の方向について■生にrr事してぃく芝ァがあると考える.

町回法人マツダ財田常務型車 谷    和 親

m回法人マツダ財回事務局 粟 屋  仁 美

生が気づくことがでされ = 吏 に教育劫呆か付られることとなる。

本研究をよでは ま す「J迦 発見能力の市成 |の 教にはとして

j S Bruncrの直観型論を原F4!とする方iよを予t市として提出したい。その具

体Ⅲりな教授法である
Ⅲ
Acivoし●」rninど

…
1よ C R Roger、の肛なから車なか

名向け 昨 年までの‖十弘市においてPIR発してきたものを鼻本にしているt

lLキ教育においては rllF技形式から,け 出すことを主に考えて 教 miと

■生す場を共有する体技■習を発展させてまたが ビ デネス実'教 育に

おいては 何 よりも 「考えることJの 」lll投づ|十をすることをわ
―に考えて

その開発を試みた。以下はそのれ要である.

つのテーマに90分 を要し ま す(ぃ教サの掟示 十出来うる限リダロ

ーネルなもの)(2)グ ループワーク(ジJミ レ
ーション会記 デ イスカッ

ションなど)(3J開 発(WHYの 追究による思考回路の推型)という川HrTで

拒業を進める。■研究発表では 世 昇の自動車メ
ーカーの提批や合lIの

メリットと,メ け′卜を考察することをFlにffつたぃ

ビジネス実f7教育における
｀
Achve Lc価市nずは ま た多くの実施例を

もっていないが 更 に'F鈍を杭けたいt

―「考えることJの動機づけとして一

神戸女子大学瀬■配 期大学 中 川  イ申子

現在の短期大学でのど,ネ ス実者教育を考える時

その本礎回めとして最もこ要なことは ■ 生に 「自

らの頭で考えることJを 有成することであると考

える。その育成過程において 地 L麟 境間超やjr

芸術IIか|口人の行動規範七十関係でないことをす

字上rrFJが■業後 社 会でlilfできる力を装うへく 我 々が行った 「間

題解決型拒業J(コ ミュニケーラヨンカ 開 逼発見 解 決力の向上を8的 )

を,としての提えてわら.

を業HIt妥であるか 前 半は ■ 生の札野をはあ尚也者i■を]レ成とせる

わに 今 後の社会夜化や五妥itき'Lる要件等説技したⅢ(●ニユ
ー価値

剖 Flr宅社会構i首OE怜 関係市●地Ilの有限性十三)社会と女■)後半はグル

ーブ単位(実社会ではダル
ープ活IL lが主である)での減習とし it義 に関

通したテーマについて 「託を立て 詢 交し ま とめ 発 表させた。

拒業の特rfとしては C就 美と減習の合体|]枚
4//講師Ciグループ単位

0テ ーマの選択制度十三),立習フレ
ームの拘束●迪柱三十,C資全 け間管理

の任しさ等社会成は体験0競争原理の導入コ識Fl 学生間のス方旬0行

=門世要領的発主会キが=げ られる。キJ4に対しては0実社会の托はll

兜〕チーム,一クのllttCi増★への参画度向上十三十コミュニケ
ーションカ

の向上の幼来があつたと自員する。

大学のシラフ`スを社会で通用する生きたものにし 学 4:のコミュニケ

ーションカ 出 旭発見 解 決力を差成するうにも 今 回我々が行ったよ

うなi宝宵 つ まう 社 会の問題を身近な間嘔化し 知 識仁拒方l‐業で得

たものをち〔使して 「問題解 tr・する授業Jを 増力Rさせ 学 生のl‐業に対す

る参画忙 関 心度を高揚させる事が 肝 要と考える.

●第3会場●

評価を内在させる工夫などキ習者の自立を促すことを目的と

びを提唱する。

した貫の学

短大のビジネス実務参加型授業評価をとおして

秋車キ田短期大学 野 口  和 枝

世界の情報化 日 本の教育の大衆化に伴い 高 年

教育における教員と学生の関係も見直しを追られて

いる。江戸時代の私型 寺 子屋は■京ものが主体を

大阪キリスト教短期大学 林  雄 太 郎

なし 師匠との信頼関lTを基帥にした
一村 の 人間関係で成り立っていた。

日本の江戸時代の■習文化 「落み込み7F Jの視汽は現代の高年教育 「教

え込み型Jに 対する見方を生力にさせる。■びり在のなかで 「共に無え

牛び合うJ祖 点は教授のイニシアテイブの
一部を字習者に預けるという

意味で■習者主体へ近付こうとする姿勢と言えよう.

日■の行動れ聞の極めてせまい垣大 2年生に企業訪問シミュレ
ーショ

ンを試みた。参加不参加 ま た訪門先を6社 から1社を選択する自由を

あたえ 時 間厳すで教員と待ち合わせ成功までの
一この行動から 事 前

i両 や車備が自らの日浮遣成の可能性をi右 させることを続怖的に実証

した。

よき教授i舌動をlJr成するものを特定するのは不可能であり 教 授法を

埜たする意味はない。真若教育においてプロセスが五要であるにもかか

わらす至iに おいては比略的等視されてきた.

教員と■コi相互に求められる改善H 相 工の共感形成 夕 ラヽンスキ習

フィード′ヽッタ ■ 習の成7Hは自己Fr“|により 宇 習のプロセスに白己

本報告はビジネス■の確立型請の研究第六報と

して社会現象や人間8考  思 化が如何に複雑系で

あるのかを 西 日者■でもってこれを解明すると

共に 西 田哲学で担雑系を解明することの者義を

論究した。西田哲字は!道 修行やキリスト教の修行のⅢで解明されたも

のであり 読 んでわかるものでなく 考 えてわかるものでもない。修行

の中で党十出されるものである.

西口哲学における 「絶対無の自覚Jは  自 己が自己において見ること

である。自己自身が兄ちれなくFFる時 す なわち 「長に自堂Jす るので

ある。世pち 絶 対に年にして自己自身を限定することを 陥 対無の自党J

と▼ヽう.

また 人 間の身体はI」くものであると共に見るものであるが こ '■を 「行

わ的にはの世界Jと いう。Ft言すれば 現 実の世界の音であるが そ れ

は割進的判会の意を台むものである。すなわち 世 ■的実現の世界である。

行わは自己の支現作用としてl「Fえるべきであり 物 を見ると云うことは

直感的なことである,直 感とは
/4親から主観が生まれることで 三 に物



を見ることを言う。直感は全体を
一度に見ることではない。年眠に人』

が人間自身をlPたすると,  ヽ場 所が場所自体を1填たすることを首1味する。

円が円の中に円を限定する加さもので こ れを 「円環的過tJと いう。

即ち 初 めが終わけであり 終 わりが始めであり そ わリカ予占めをll」定し

始めが終わ↓を限定する相互作用力t枠り返されている。これが現実の社

会である。ltt許すれば世界か自覚するとき我々の自己が自党する。我々

の自己が自覚するとき世界が自覚するのであり 自 己と世界とは 「絶対

テ店的自己同一Jの 関係で千立するものである。

このように抱対無の世界 縦 智的世界 絶 対矛盾的自已同
一のLF界お

よひ場の論理は 複 雑で井根的な現実そのものである故に 投 雑系の祖

絃 (思推,と なるのである.こ こにおいて 複 雑系が西田哲■において

解明せられることが市証 矢 証さオ■たのである。Ppち 複 雑系を西田哲

学で先」する古表が明確になったのである。

そのインセンテ ィフシステムを変えようとしている。本研究は組織の情

報共有システムを分析 診 口iする場合の 3唇 からなるfL組みを提末したt

第 1層は戦略である。すなわち ま す当該社1紙でチ有すべき重要な情

報とは何か。さらに現状ではデ
ータ 情 報 知 試のどのレ本ルで共有が

実現し ど のレベルを出指しているかを門う。

第2層 はシステ■である。明示的および非明示的情報共有システムは

どのように機能しているかを分析する。

第3将 は情報共有と総でわる。1■報や知識のlr j三 共 有にとアなコン

テキストは祖紙内で共有されている力を分析する。また祉織メンホ
ーに

1育報北l■や情報市用のモ十ヘーションはあるか そ のインセンティブは

どのように働いているかを第2日のラステ2と の関遣で考察する.

そのい現実には 組 紙が意田したインセンテ rアと組織メン′`
一の受

際のモチヘーシヨンとのWに 不
一致が生 じること分i少なくない。その原

四は祖社が提示したに首型念や業積評価方法年のインセンティブ シ ス

社内での電子メール利用方法と問題点

近畿大学短期大学部 平 田  祐 子

本発t‐は 0電 子メールの普及状i丹について報告

した後 0電 子メール導入以前の業務進行方法につ

いて分析した。次に 0社 内に電子メールが導入さ

テ″、と 実 際の昇jlr人事年の評価が黒をっているこ

とにある。

これら3つ の層は工いに関'としながら情報共有の

本質にアプローチしうるft組みを提供してくれる。

この枠組みを用いてチltl企業の研究を行い 情 報共

有の実な的および本質的1丹超を明らかにする.

啓ラ榮携旨々り安写智森
学校
山口憲二

濃速短期大学 植 田  信 博

ぜミナール (専攻涼習2)で 表現力開発をテーマ

に取りと' そ のほ業の
一環として 「ブラス発想討

ホJを 試みたt

ますと確綿として ■ 講1とがテキストのケースを

Fiんで 1苓三者的によてプラス発想するJ方 |までダ

ルーブテ イスカ /シ ヨンを行った。

れることにより生した認題について考年した後 0そ の課題を解決する

ための新しい文書表現についての提案をした.以下 そ !Lぞれの項目を

要わするt
(Dtt r′―ルは ビ ジネスの分野に,こ して 3年 後の利用手は 確

実に増加するものと推,=されている.

0電 子メール■人以前の業務進行方法を i型 業務と井i口 業務に大

別したtた 型業務とは 慣 '1化された文電:て」:事が完結するもの

で 一 定のフ」―マ ″卜が決まっており そ こに必要事項を記入す

るだけで社内文書が作成されるものである.非 定型業者とは ビ ジ

ネス文十を作成する前に面談の代会を得て 対 人コミュニケ
ーラJ

ンを取りながら折協や枚回しを行い は ほ合意に達したものを社内

の千れ書として文沓作成さ,■るものである。

|:社内に電子メールが■人されることにより生した岳【四とは 十 定型

業存を進行する際に 対 人コミュ■ケ
ーションの部分を■子メール

が担えるかということであるt対 人ヨミュニケーションとは 1日手

の顔や表情を見ながら言葉だけでは表現できない相手の感情に踏み

込ま,■ばならない。業務を/1b干化して ビ ジネスをもっと高度化し

ていくためにも 非 定型業務を電子メール化する必要がある。

0そ の諜地を軒決するための新しい文書
:表現について掟兵をした。

「桐子の考えを先取りした表現J「 hLHhな表現J「 1回子の気持ちを

ゃわう )るフレースJす .電 r′―ルが よ Ⅲ所=な ビジネスツ
ー

ルとなってtく 上で に 手の 「吊iL言 キ|と 「社き■■J力i融合す

るような新しいビジネス表現が生まれるのではないかと考える.

次に実『i編として を グループ内の
一人にマイナス■実を提矢しても

ら,ヽ「長所Jと 「,卜 ′`イスJ両 方を七ットにしたブラス発想のJメ ン

トをする削Ilをした。このほ業の意FTと目的は 日 常起きるであろうマ

イナスⅢ空を悲但的に見ることなく む しろ長piの発見に冴め ア ド′ヽ

イスをして 相 手にやる気を起こさせようという発想である。

■読■の感想文を拡汁すると 「相手を傷つけないようにするためには

その人の長所を合めながら,ト フ`イスすることは そ の人を思って言っ

ているのだから す ごくいt こヽとだなあと8い ました。|「 この技業を

■けて み んなで協力しあってチヤートを作成して 古 兄を需り合い

みんなの 1ヽで発共したりして み んなとコミュ■ケ
ーションがと'L と

ても地"iになⅢ=し た.こ のフラス発想司‖i てヽ,ん だことを社会にHlて

からも役立てていきたいと思いますもとても半しいI業 でしたJ(原 文

のまま)

〕l上のようなは世であった。

1,丹」文市(J全 日大■ 打 判大学実お教育協会れ 「すフイス ス タテ

十一ズ1把回屁堪:は

●第4会 場0

せ =関心を持ち そ の対たに取り11んでいるかとを調五した そ の調査

キヤ呆をもとにまとめたものと 2回 目のアンケ
ートを回本在業にとllした。

2回 目のアンケートのll年に |メン'ルふルス■性に対する企業の音
ビジネス社会をとりまく環境からのアプローチ

北 陸学 匠短 期 大学 菱 田  陽 子

青山3/ビュータ専門学技 野口 喜 美代

はじめに1,99年3月発行の 「ビラキス実'論 集J増 11の 「■ブ千ス社

会のキ市神剛ⅢFにち'る 問逗点とその対■の石「先
―ビジネス社会をといま

く環境からのアプロー■J 十十に告打執+)″ )内7Fの碓田fをとへたt次 に

祉立して調査 研 究していと中に担を車Fキし ,後 の'Ft方封を
trべた。

モF の 予ンケートは  「企業がイ七十真の 「亡の性いJに 対し ど の

rtた生じつつあることシステ■の″化は 伝 札的な情報共有の前IF_や

‐



試調査と抑うつ神経在 (dopresまve neuroS9に対する意設調査Jに ■点

をしほった.回 答率は1回目の2000弱を上回り34%であつた。

心の挫康に対する意試と取り組ふ内容には企業間絡をはあるが 深 く

取り組んでいる/LS業とその取り祖ふ姿勢はワーカーにとつて枚いになる

ものであることがlH3えた。 「うつJに 対する意識は予想に近い内容であ

ったし ワ ーカーの 「うつJに かかる書J合が増えているという実態を把

握できた。

まだ研究途上の報告であるが 今 後この調査お呆の数字とアンケート

のコメントを分析し 企 業の中で実際に役立つメンタルヘルス ケ アの

対策を考えていきたいと思っている。共ltx的には メ ンタルイルヘルス

の予防となる tの 気づきにPIするtミ ナーやワークの実施プログラム

を考え そ れを企業で使つていただ=そ のフィードバックによる見直し

などを重ねていくことを願っている。また 回  地 方行政 民 間のメシ

タルベルス ケ アに関する機閃と対発状況 そ の変化について継続して

詞ぺていきたい。

の過程で 出 会い 交 流を重″aてきた方々の紹介をすることにした。在

荘日本の商社勤務の方 韓 回財閥に勤務し退職した方 外 資企業で働営

ながち実力をつけ ス テップアンプを図っている方 若 手で仕■に期待

をかけている方など 続 計ではその実態を知ることが出来ない元気に働

く女性遣の姿である。

私には 今 後これらの女性たちを中心に 社 会的背景をも含めた内容

の本にすることに決めている。今回の発表はそのためのJrl定である。

通常 時 間とはある時夕」から時刻までの間という 「量」で考えられて

います。この時間をいかに有効に使うかがオフイスでの時間管理といえ

ます。これを更に分析 しますと く共時化>く川寓序付け>それにく進度調整>

に分けられます。それぞオ■「同時に仕事をすることJ 「 期日や期限そ

れに便先順位J 「 他の業務との調整Jを 意味します。

数えられない時間

成果主義や能力主義が駐易に混透して来ますと 数 えられる時間に加

えて 時 間の 「質」を要求されてきます.こ れは勤務時間をキチンと勤

めるだけではなく 成 果を要求されます。短時間でも成果を上がられる

場合や時間をかけても成果が出ない場合もあります。ここに時間と仕事

に質の要素が入り込んできます。そして時間は単なる 「勤務J時 阿を越

えて 24時 間我々を取りをいて来ます。成果を出すために24次問縛り

能力の発揮を要求する。それガ求 しい質としての時lPlではないでし!うか。

樟蔭女子短期大学 河 原  示 日英

はじめに

置時』から航いplへと変化するに従い 時 間`個

人の重要な資源となり 時 阿―コストという意識がチ

生えました。ここでは仕事と時間について 基 本的な

視点を検討をしてれたいと考えています。

数えられる時間

一山口県柳井市を題材とし一

岩国短期大学 浦 川  幸 広

岩国短期大学 中 川  伸 子

閃真学院大学 中 原 功
―
朗

ビジネ/‐実務教育は 複 数分野の集合年である。そ

学科B領 故における知識 技 能を身に付けさせること

が重要であることは 言 うまでもない。また そ れら

の知識 技 能を学生自らの力で選択 統 合し 1つ の

タスタを遂行できるよう指導してゆくことも重要であ

ろう。私たちは さ らに 学 際的lI究のモデルを示す

こともピジネス実務教育における右益な指導との 1つ

であると考える。こうした観点から 私 たちは 山 口

県",非市を研究対象とし 広 島市 広 島県佐伯部宮島

町、山口県岩国市との比斑をふまえながら 同 市の

地域特性と観光の現状について Frl究発表を行つた。

どこにでもあるような身近な行の一例として 柳

井市を研究対象とし 地 tF研究 規 光の分野から論

を展開した。また 論 を進めるための 1つ の手段と

して ア ンケー トJ3査を行い t理 学で一般的にも

心理学という3分野からの取り組みにより 「柳井市の地域特性と観光

の現状を論する」という1つのタスクを遂行したことになると言えるの

ではないだろうか。

本51究が  ビ ジネス教育における■際的アプロ
ーチの一例として

資することができれば幸いである。

東邦学国短期大学 島 本 み ど り
一宮女子短期大学 水 谷  啓 子

穂蔭女子短期大学 森 田  園 子

大阪国際女子短期大学 '由 谷  純 子

産能短期大学 小 野 紘 昭

調査概要

現在は雇用不安が広がつておリ キ ヤリア形成に対

する関心が高まりつつある。そうした中で本調査は

次の目的で真施された。(1)本学の卒業とが現在どの

ような仕事に札いているのかの実態を把握する。 (2)

現在まで ど のような仕事の経歴を重ねてきたのか

三流に女性力S入り込むのは容易ではない。しかし、困難な中で元気に働

く韓国の女性も多い。

今回の発表では 私 遥4名がすでにS年ほど縦続してきた需国企業調査

東アジアの女性については 情 報が少なく  Ⅲ ITF教

的父系社会で女性は社会的に低い地位に押しやられて

いる
Ⅲ
とは言われている場合が多い。韓国の女性につ

いても社会的な活動の英から言うと 欧 米に比べて目

立たなく 社 会進出が遅れていると言つてよい。しか

し 員 雲賢母意向であった韓国社会に最近新しい風が

吹き始めている。政府の男女雇用平年法に始まり 各

種女ヒ活用施策が打ち出され 家 庭に引き戻されがち

であった女性遣の社会への進出を促している。この施

策を受けたかのごとく、また社会のキ
ーズがあって

最近の女性の就業車、就来年齢はともに高まり 日 本

の数値に近づきつつある。

韓国企業社会は 日 本と同様 男 性中″さに紅まれ

た企業システムを持ち 組 織の人間関〔のネットワ
ー

クも男性中心である。たとえ政府の言頭取りがあった

としても 簡 単には変わり得ないこのような社会の

を調ベ キ ヤリア形成の傾向を無る。(3)短期大■時代に学んだ事が、そ

の後の仕事にどのように活かされているかを調べ 学 生の職業能力育成

への参考とする。

期間は1998年 7月 21日 (火)か ら8月 lo日 (日)と した。調査は1978

年度ヽ1998年度事業■1860人にアンケ
ートを郵送し 有 効回答鉱は552

人 (回収率30709)で あった。

調査結果と考察

調査枯呆から卒業生の就業古欲が極めて高いことがわかった。また

仕事の者説やキャリアに対する取り組み姿勢が前向さであることも把握

できた。職業能力については在学中に修得した能力が大きく寄与してい

ることも明確になった。一方 事 業生が社会に出てから仕rrに活かされ

ると指摘した点は 職 業の実態に合わせたカリキュラムの充実 学 生の

Jlp茉慧試の酒養 キ ヤリア形成支援 事 業生との情報交楽であつたo

そこで こ れから取り犯むべきことを次の二つにまとめた. 1 時

代や環境の変化を先取りして 力 ,キ ユラムに反映できるように 外 部

梢報を取り込む仕超|みをつくること。2 生 活にわたつて雇用されうる

職業能力 (エンプロイヤビリテイ)を 向上していける再■習の機会をさ

らに拡大していくこと。3 キ ヤリア相談機能を充実させ 学 生と卒業

生のキャリア支援を強化していくことなどである。
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移ったさ

研究発表の内をは以下のとおけである.

報告 ]総 指 12]世 13のビジネス展望

報告 2 経 営キーワード

報告 3 働 く側からのビジネス行動

報告 4 今 後のビジネス教育

研究発表終了後 先 にお願いしたアンケートを回収し そ のお呆に対

するヨナントを浮田先生が行った。

その後デイスカッションに移り i古発な意見交換を行った。最後に研

究代表者である朴先生からが討辞を述ベ ワ ークショップは終了した。

21世紀のビジネス行動指針とビジネスに関する高等教育の研究

研究代表者 大 阪キリスト敦短期大学 林  雄 太 郎

堀  正 久

京都Y  l v l  C  A 専門学校 河 原  和 英

ブ ル学院大学短期大学 部 浮 田 由 子

当ワークラコップはlo名の参加者を迎えて行われた。ます あ いさつ

とメン′ヽ一紹介を行つた後 テ ンケー トの記入をおll pぃし 研 究発表に

研究代表者  ヨ 国女子短期大学 長 瀬  徹 郎

財曰法人 マツダ財団 谷     和 親

最初に こ のような取り組みをはじめた背景 lt過 ならびに 「現代ピ

ジネス論Jに ついてrt L明を行った。

税いてマツダ財団の各 某 崖両氏による 「現代社会請Jに ついて説明

があった。

その後の質疑応答ならびにデイスカッションでは た くさんの質問

意見が寄せら,■た。その二なものとしては

講師の資質は?

講師に払う調キЫよ→この講師のコストは?

中間発表までに学生が取り組んでいる事項は?

グループ分けの考え方、その中での役割分担は?

グループの差は指導者の力畳の差と関係するか?

落伍者の扱いをどうしているか?

マツダ財団は他大学にも出語しているか?

などの質問があった。

マツダ財団の岡谷氏から大学教育についての泥言 長 瀬より企業との

連携の際 企 業人においては 「大学に対すると別 誤 解があるJと の説

明の後 62名 の参"R者を迎えた当ワークションプは盛会のうち終了したも

却

畝

破

貯

雄
　
　
原

国

林

堀

河

浮

群 馬 女 子 短 期 大 学 二 宅  蕗 子

群調 業能力開発大学校 山 口  憲 二

本ワークラョ′プは 「関東 京 北ブロック研究会 97共 同研究|で

実施した 「群馬県における企業実な調査Jを ベースに企画されたもので

ある。lln室対象企業は 群 馬県内でユニークなfi動を行っている企業を

把び ま た詐対」なる情報の提供 協 力を得られた企業について実施した.

最初に ワ ークショツプのねらいと進め方の説明があり 抗 いて り|

同研究をベースにした話題提供が下記のとおり行われた。

(1)群 馬ゼロツクスにおける人材開発 山 口態二

(2)群 馬ゼロックス ル ネサンス運動 大 富 登

(3)甘 薬信用金庫の人事制度     大 富智江

(4)日 本企業と外資企業のlE織の違い 三 宅南子

詢在市外から 01肯 報のチ古化 オ ープン化をはかることにより 自

己☆任型祖社へ C自 己啓発 白 二性を三社する自律型祖紙を目指す

①紅紙がフラット化するなかで 人 間関係スキルを宣視するとともに

lll場の風土作りをはかり 組 駐文化を3J造する新しい組織像が浮かび上

がってきたことが報告され 質 疑応答を行つた後 ま とめと今後の認超

が梶言され 終 了した。

現代ビジネス環境における実態調査

エレクトロエクスコミュニケーションと
ヒューマンコミュニケーション

研究代表者 愛知産業大学短期大学 田 口  智 子

浜 松 短 期 大 学 明 瀬 純 子

一 目女 子 短期 大 学 ~ 柳  達 幸

皇 陵女 子 短 期大 学 寺 田 理 恵 子

高 田 短 期 大 学 真 弓  徳 光

11名の参l」8者を迎え ま す 「 ビジネスを駅り者く社会環境Jと 題し

時代の変化対応 環 境の変化に対する企業の対応 企 業が末める人材

打大に求められる教育などについて発表があった。

研究の調交の概要として以下のHt明があった.

調査目的

調査別定法と企業選択
一次テータ及び二次データ収集

乳薦調査にみる仮説

データ導入と今後の研究計画

質疑応答では

組織行動やスキル面を取り入れる場合どのように ま た取り入れ

る意はあるか

予備調査と一次調査の関わり～関連性

調査目的をしぼること

調査方法及びそれを導くガイドラインの明確化について

調査の進め方案について

などのたくさんの質問 意 見が行せら才した,

研究代表言  国 宇院大学 栃木短期大牢 荒 サil恵 美 子

費 知 女 子 短 期 大 学 大 津  洋 子

岡 崎 女 子 短 期 大 学 河 村  員 澄

一自律型組織、新たなる組織文化創造一 オフィスにおける果文化問コミュニケーション

研究代表者  育  英  短  期  大  学

高 崎 経 済 大 学

高 崎 商 科 短 期 大 学

難
焔
姫

光俊

登

智江

H



フェニックス短期大学 原,1かず江
一 目 女 子 短 期 大 学 水 谷  啓 子

当ワークショツプは7名の参加者を迎えて開催された。

最初に、れ川先生から 研 究目的や対象者、今回の調査対象者のプロ

ファイルー覧の紹介があった。

次に、本発表でアングロを取り上,するに至る経緯について説明がなさ

れた。国別 地 行別のまとめをケーススタデイ形式で荒" 河 村両先生

から発表ののち、先行研究との比較を通しての小考が荒川先生より述べ

られた。

続いて 今 回の開査の反省点と今後の予危についての発表があつた。

最後に質疑応答に移った。研究者全員が質疑の応答にあたり、参加者と

の活発な意見交換がなされた。

研究代ヨ落  比 治山大学短期大学部 久 次  弘 子

愛 剣 江 高 短 期 大 学 清 水 た ま 子

市 研 学 園 短 期 大 学 水 田 美 知 子

名古屋女子文イ距 期ノ゙ 川 口  直 子

15名の多加者でワークシヨンプが行われた。当初の予定どおり進めて

いったが、途中からの参加者に再度nt明したため 実 務教育への応用に

ついてと討議については時間が足りなくて、
一部を割宏した。

ます、当ワークシヨンプの発足の動機とねらいについて説明し、パフ

ォーマンス学における周辺言語の位置付けを紹介した。

周辺言語の指導方法については 身 近な事例を取り上げ 実 際に進め

たせいか、皆力f熱心に耳をlqけてくれたように思う。

メンパーカ核 になって行った演習にも果味を示され、半ば楽しみな力すら、

誰もが口を開け リ ーターに習つて実習をした。

周辺言語に対する理解と、その指導の必要性を感じてもらえたと自負

している。また、ビジネス義 の教員ばかりでなく 英 予半 心 理学、

国語学の先生たちにもおいでいただいていたので 自 由討議ができてい

たなら も っと有意義なワークシヨップになったのではないかと思って

いる。

今後さらに研究を輝め、有意義な指導方法を採つていきたい。

った。白熱した意見交換に こ のテーマの一層の研究開発が 各 観点か

ら必要とされていることを痛懸した。

今後の研究諜圏の検討については 共 同研究会に持ち込むこととし

18名 の参"口者を迎えて行われた当ワークショップは盛会のうちに終了

した。

研究代表者  宋 ホエ芸大学短期大学部

国 際  短  期  大  学

日本橋女学館短期大学

日本大学短期大学部

東 京 家 政 学 院 大 学

東 京 家 政 学 院 大 学

10名の参加者を迎えて、当ワークシヨツプを開催した。

ます、 「ビジネス情報学の構想」についての研究発表の後、多加メン

パー全員から意見を聴取した。

続いて行われたフリートーキングでは、いろいろな意見交lHが行われ、

無事終了した。

佐藤東九男
重田 守 輝
藤田紀美枝
四之宮玲子

小迪 澄 男

原田 正 行

一これ か らの実務 教育 の方 向性 を探 る 一

研知 暢 若  高 崎菌鞭 期大学 武 田  秀 子

高崎面櫛 期大学 大 宮  智 江

高崎商櫛 朗大学 岡 田 小 夜 子

「これからの実務教育の方向性」というテーマの当ワークシヨンプは

15名の参加者を迎えて、開催された。

ます 群 馬県企業からのアンケート結果 高 崎商科短期大学卒業生か

らのアンケート結果についての発表があつた。アンケ
ート結果からの音

見のまとめと今後の実務教育の方向性についての発表があり、グル
ープ

討譲に入った。

最後に、グルーブ計議の成果を発表し、勧本のまとめを行い、終了した。

研究代表言  東 京 家 政 学 院 大 学 /JN野 塚 久 枝

東京工芸大学女子短期大学部 大 島    武

山 形 女 子 短 期 大 学 阿 部  康 子

秋田経継 科簿 短期大学部 海老川 寿美夫

東 京 経 営 短 期 大 学 小 ,H 待 子

日 米 会 話 学 院 的 場 佳 子

ます 共 同研究の趣旨および経過説明を行い、参加者にミニ ア ンケ

ートをお願いした。

続いて、小グループに分かれて デ イスカツシヨンを行い 最 後にミ

ニアンケート分析に基づく研究報告がなされた。内容は以下のとおりで

ある。

ブレゼンテーシヨンの定義

ブレゼンテーシヨンの構成要素

ブレゼンテーシヨンに関わるlB当韓

企業大へのアンケート調査の結果報告

「ブレゼンテーションの育成Jに 関わる各自の担当r4日と授業内容

授業の展開については 多 くの時間をかけ 情 報交換 討 詩が行われた。

その中でブレゼンテーションの概念の多様性 育 成科目とツールの悩み

指導者としての力不足を感じるlH日、評価対応についてが主な論点とな

研究代表者  共 栄 学 園短 期大 学 鐘 ケ 江 弓 子

常磐大学短期大学部 佐 藤  啓 子

日本1敗 学館短期大学 」L垣 日 出 子

近幾大学短期大学部 大 窪  久 代

産 能 短 期 大 学 風 戸 修 子

風戸先生の結合司会のもと、25名の参カロ者を迎えワークシヨンプを開

始した。ます最初に、1年半にわたつて行つてきた共同研究概雲につい

て鐘ケ江が説明を行つた。

続いて大窪先生が 「外資系企業における秘書業務の変容Jの うち と

くに業務内容の変化に焦点を当てて報告した。そして、面設した秘書の

肩書きや業務内容の方法などに関する質疑応答の後 北 垣先生の司会で

デイスカツシヨンに入った。

テーマは

これから求められるI」3教 育の内容とは?

電子メールによつてビジネス業務はどう変わるか

などであった。

佐藤先生から 「これから、水められる秘書実務教育―現場に立ち返ってJ

と題し4つの提言がなされ、それを受けてまた、先の報告に関してもフ



ビジネス実務教育における教授法の研究(11)

研究代表者  東 京家政学院短期大学

湘南国際女子短期大学

株式会社物産研修センター

産 能  短  期  大  学

秋 草 学 園 短 期 大 学

当r7_ク ショップは ビ ジネスにおける諮 =法の研究というテーマで

こ2Lまでの研究を泄露し 参 加者の忘i 質 問をいただきながら さ ら

に研究を決めることをねらいとして38名の参jn者のもと行われた。

ます 関 I束 北ブロックにおける1年間にわたる共同研究の発表内容

について レ ,ュ メにより報告がなされた。教拒法の教育上の位置付け

よりどころ 各 lrjttl‐法の知型 参 考■献 キ ひの祖点 「ブしつの分類J

なとを前i妥に敬れた。

■にとた短期大牛の竹之内先生が教授法の改普につなげる 1学生によ

る授業部価Jに ついて評価の実,」をあげながら発ました。その中で ■

生はかなりまじめに評価しているという指摘が印実的であった。

教授とに関する自由計議では ■ ■による授業評価や教授法に関して

きまぎまな意見が出され 参 加者同士の意見交援が積極的に行われて活

気を呈したt参 加者における■残談 日 頃考えていること 他 人の意見

に対する同調 反 対意見等ひと言では言い尽くせないほど多くの 多 様

で渋みのある古兄が見られた。これはそれだけ敦17tとについて い かに

Ji門 亡を行せている先生方が多いかを物語っているように感した。

最後に 言崎 結果を今後の教拒法'F究に活用させてもらうと,時 に

入,口 にたったばかりのわれわれの教拒法研究をさらに深めて行菖たい

ので い っそうのご鞭権 ご 支援をお願いしいところである。

市 ピタリテイの実践研究

研究代表者 ヨ 脱女子短期大学 古 閑  博 美

文昨 報短期大学 金 子  章 予

1参 カロ者

iこ田信博 (浪速短期大■) 牛 島如J(西 武文理大学) 絡 方草溝 (平

安女学院短期大学) 岡 野絹江 (首山福祉短期大学)金 生百「子 (舌

南女子短期大学) 全 堂佳売子 (常山経済専門 学 校)木 村繁 (崩

林房) p17名

2 進 行

1)主 催者から 「ホスピタリテイJの ほ合について説明

2)参 加者から,簡 単な自己紹介とワ
ークショップ参加の理由につい

ての説明

「ネスピタリテイJの認識に関するアンケートヘの回答

アンケート結果に基づいて 「ホスビタリテイ」の概合

主催者から「ホスビタリテイJ教 育の一例として 「しゃがみこみ

ロアーの先生方からご章見 ご 要望

行われた。

ご梶言があり ii発 な意見えl・が

天野 恒 男

小川 怜 子

小槙 俊
一

竹之内幸子

野田 和 枝

イ1哉J 「 実顔作trJ な どの紹介

6)J■ のまとめ 「ビジネス実務担当者の認識する 「ホスビタリテイJ

とはJ

3 ま とめ

このワークラ■フブにおいては 「 ホスビタリテイJの 意味や語源

章を議論するだけでなく 「 ホスビタリテイ」の棋元として ま 計の

心や信頼するじ 信 頼されるということなど 亡 の教育の必要性が言

識されると同時に tの H;分を技術で柿うこと力Sできるということを

も合わせて言P4Hされた。

我々のワークシヨップでは 参 力n者が 事 務局以外7名とうF常に少な

かったものの 7名 全員が間吾意識をやって参加してくださり 非 常に

ネtな 言J論を行うことができた。参加者の皆様に厚く御本し中し上げます。

また こ の機会をくださった■会事務局 大 会rr務局 な らびに大会の

開催場所を提供してくださった安日女子短期大牛の関係の方々に,キく御

キし申し上げます。



平成 11年 度 会 員 総 会

会員総会に先立ち、森脇会長代行は、安田女子短期大学

キャンパスで開催された第 18回 全国大会の謝辞を述べられ、

開会の挨拶をされました。

大学のキャンパスを使用して全て行う大会は初めての試みで

あり、また、ホームベージの開設、公開講漬 ワ ークショップ、

これらも加えて初めての試みです。こうした試みをしていただ

いた大会準備委員長の川洒啓子先■をはじめ 安 日女子短大の

教職員の方々、そして中四ロブロック研究会のメンバーの方々

のご協力にじから感謝申しあtナます。

皆様におかれましては こ の I年同はおそらく忙しくかつ脱

しい1年だったのではないでしょうか。教育機関も、企業も 官

公庁もかつてないましいた験をしており 色 々と対策をllって

はいるものの 末 だその効果は現れず、先の見iとしのつかない

状態にあります。

本学会も tヽ会情勢の影響を,け ており、いくつかの課題を抱

えております。その中で学会にとって最も大きな課題は何かc

会員の減少など、色々あげられるとまいますが 私 は 「高午敦

育界の教育問題」への本学会の取組みがやも重要な課題だとヨ

つています。

今、高等教育機関 特に短大が厳しい状況にあります。そこで、

多くの短大が実務教育を取込も必要性をぶじており 「実務教育J

に 「熱いまなさしJが 向けられています。しかし、これに充分

応えているといえないのが本学会の実状です。見方を変えれば

本学会が取組む価値のある課題が日の前にあるということでも

あります。

もちろん 々 大のた機を安易なビジネス実務教育の半入だけ

で故うことはできませんが、高等教育界の教育問題を記説し

学会としてできることに積極的に取り組み 解 決に貢献していく。

これが本学会の今やるべき最も重要な課題であり、また使命で

あると思っています。

この全国大会の研究活動や会員との交流を通して と もに問

題意設を高めようではありませんか。実 ,多い大会となります

ことを折合しています。

次いで行われた1999年 度の結会(前半)で、一年間のレビューを次

のようにされました。

(1)事務局の移転

次期事務局は会の継続性を考え、産能短期大学で引営受ける

ことにいたしました。昨年夏から、業務を徐々にオし幌国際短期

大学短期大学部から引継ぎ、現在杉転を完了いたしました。そ

の間、何かと皆様にはご送惑をおかけして申し訳ありませんで

した。また学会の財政が逼迫していることが分かり、経費は押

誉えたものの、本年度は既に動いていますので 新 たに手を打
つことはほとんどできませんでした。どこに同超があるかはRH

確になっていますので 次 期の予算に反映したいと考えています.

(2)次 期役員体制と内規等の整備

役員体制について理事会で検討いたしました結果  「役貝「

Wi阿が工いJキ の会貞のま向をヽiし つつ  方 で■セ、こ官に

支章が出ないように、現埋事会が責任を持って学会の役員人事

の一新を図る、ということにいたしました。そして こ の方針

で内規寺のセ備や次卿1役貝体制作りを進めました.そ の役員体

制作りの考え方の主なポイントをご紺介すると次の4点 になり

ま,.

① 役員任期の長い(4年以上)方から ll次交代する

IP車 幹 事のlr期は長くて 2別 4年 とすることにいたし

ました。

しかし 今 回の規程ではl‐tえて町文化しませんでした。

などなら現役員のほとん ど の任期が 4年 以上に該当する

ため 今 、批■に入れますと施行時から適用とな る ので

早く交代ができないからです。

0ブ ロック研究会のリーダーよ全員交代する

役員全貝の交代は学会運営上できませんが リ ーダー交

代は可能であると考えましたc(就 任して問もないリーダー

は別)これはブロック研究会が軌道に来ってきたからできる

ことであります。

0多 様な視点を持つ人材を加える

ます、実務家を訂議員に迎えて、その豊富なビジネス奄

験をもとに学会の活性化に貢献していただくことにしました。

次に 女 性の割合を高めることで れ 点を竺官にして、学

会i言動の活性化を図ることを期待したいと考えています。

④役員選出よ 選 考委員の選出によつて充分な意見交換と合

意を重視する方法をとり 選 挙による方法はとらないこと

とする。

色々な方法のメリット デ メリットを理事会で校lllした結果

ですが、特に 情 報 の 充分にないところでの送誉のデメリッ

トの大きさは皆様もご承知のところだと 思 います。この点に

つきましては選考委員会でtt明し、ご理解をいただきました。

(3)学 会のあり方や会員募集について

我々は実務家等、新しい会員の入会を望んでいるわけですが

―



それには新しい分野の方々に対して学会

の「ビジネス実務研究 教 育の目的Jと「

研究村家領域」をできるだけ分かりやす

く明示する必要性があります。この点に

ついて理事会で議論してまとめました。

り町派の資料をご参照ください。永久のも

のではありません力` ひ とますこれをも

とに新会員の募集を行いたいと思ってい

ます。

, ヮ, す

午後に開催された19 , 9年度の総会(後半)すダ

コ

活動方針

【方針1】財政状態を立て直し 健全化を図る

収支バランスが崩れており、このまま行けばあと1年で赤字

になる見込みです。そこで99年度はこの問題に対応するため諸

経費の削減をいたしますが、一方で2000年に向けて、学会とし

ての新規事業 「ビジネス実務に関する研修会Jを 行うために先

行投資を行います。こうして学会の財政基盤の健全化を図つて

いきたいと考えています。

I方針 2】 口頭教育機関(大学 短 大)の実務教育問題解決に貢

献する

高等教育機関(大学 短 大)において、ビジネス教育に注目が

集まっていますが、 「高等教育におけるビジネス実務教育とは

どういうものかJ「 其体的に何をどう教授するかJに ついて、

明確になっていないのが現状です。この課題に対して 本 学会

が役立つこと、できることを提供していきたいと思います。こ

の現実の問題解決に貢献する努力をすること、そのことが本学

会の 「コアコンピタンス (●。c comPot●DCe)を 作ることになる

と考えています。

【方針3】共同研究の推進と学会組織へのコミットメント

ビジネス実務の研究はビジネス現場のフイールドに立脚した

ものであり、学際的にアプローチして、臨床の如を生み出して

いくものであります。こうした広がりを持った実践的研究は、

チームによる共同研究によって質の高い結果が出せると考えら

れます。したがって、ブロック研究会が中心となつて こ れま

での共同研究の動きを一層推進させていきたいと思います。

【方針4〕2000年 記念誌と記念大会を実現する

記合大会を開催することで、20年間の学会活動の総括とこれ

からの展望をともに確認したいと思います。2000度の実施に向

けて 99年度はプロジェクトを組んで準備を行います。

では 理 事会の互選で会長に選出された

森脇新会長が、会長就任に際して 「ひと

つの流れとして受け止め ま た学会の経

抗性を考え、お引き受けすることにいたしました。皆様のご支

援とご協力をお願いいたします。Jと 検拶され 2ケ 年の活動方

ttと重点目標を挙げて説明されました。

重点目標

1 収 支バランスの改善

1999年度の日標 :詰経費の削減をはかり(人件費 会 議賀

交通賞 印 刷費等で約30u。減)研 究FfH発に回す。

2000年度の日標 :語経費の削減を継続する一方で 新 規

事業による収入を増加させる。

2 新 規事業 「研修会」の開催

1999年度の日標 :「 ビジネス実務教育に関する研修会J

の企画 運 営の準備をする。

研修会の企画 運 営は、教授法共同研究チームやプロック

研究会 (2000年度研1ケ会担当)と 連携して進める。

2000年度の日標 :「ビジネス実務教育に関する研修会」

を実施し 研 修会と通して短期大学等のビジネス実務教育

の質の向上に貢献する。

3研 究助成制度の開設と推進

1999年度の日標 :教授法研究助成制度をスタートさせ 教

授法の共同研究の取り組みを始める。

如∞年度の目標 :D切年度の教授法プログラム開発の成果を、

新規事業の 「研修会Jに 組み込む

4学 会組織へのコミットメントの推進

1999年度の目標 モホームページを開設し 学 会の研究活

動内容の情報開示をする。

2000年度の目標 :会貝及び学会外の方々に対して、学会

の研究活動への関心を高めてもらう具体策を実行に移す。

52000年 記念誌と記念大会の実現

1999年度の日標 :2000年記念プロジェクトを編成し、記

念誌の発行と記念大会の企画準備をする。プロジェクトは

編集委員会や研究推進委員会と連携して進める。

2010年度の目標 :記念hll究大会は10月(札幌)開催、大会終

了後記念誌を発行する。

最後に 森 脇新会長は以下のことばを述べられ 総 会が閉会致

しました。

これら4点 の活動方針と重点目標で学会活動を進め 皆 様と

ともに こ`の学会の会員であることに誇りの持てる、学会、 ｀社

会に貢就しているという実感の持てる、学会にしていきたいと

考えています。会員の皆ffのごIIF解とご支援をお願いします。

日ォビジネス実務学会第lF口豊国大会

統
一テーマ !ヒジネス実務教台の方法

をめくつて



長  率 脇  道 子   産 能短期大学

副 会 長 大 =

学長

●日本ビジネス実務学会 会 員数の推移●

年月日 正会員 (人)
賛助全員

機関数 1回 数

理

常任理事 佐 穣  啓 子

福永  弘 之

吉田 寛 お

鳥名  正 英

川瀬  啓 子

北山母  寛

高崎経済大学 教 墳

常磐大学短期大学部 教 授

兵庫県立妊踏工業大学 教 増

金沢■院大学 教 塔

愛知女子短期大字 教 授

安回女子短期大字 教 授

1し幌国際大学短期大学部 教 授

北海道女子大学短期大学部 助 教授

産能短期大キ 助 教lyr

東京工芸大学女子短期大学部 教 招

南崎商科短期大学 教 授

川口短期大学 教 授

千葉経清短期大Ⅲ 教 授

安知学泉女子短期大学 教 t‐

静岡県立大学規期大キ部 教 授

平安女学院局翔大学 弘 拒

世資女子短期大学 教 授

広島女学院大学 助 教授

高松短期大学 教 授

福岡女子短期大争 助 教授

事  松 井  弘 子

池内  健 治

佐藤 京九男

武田  秀 子

藤田  利 久

藤本  幹 子

佐々木 侍子

中村  健 苺

絡方  真 澄

唐崎  斉

篠原  J【

佃   昌 道

坂本  一 全

事 天 野 に 大

中佐古  身

猪熊 洋 文

間野  徹

彗松 都 也

田川 百 彦

提  幸 男

吉村 勲 人

監

寧務局長 内 藤  英 俺   産 能短期大学 講 前|

鎌 家)

株式会社ミスミ取締役

旭化成工業株式会社ヤ務取lh役 人 事部長

株式会社ヘネッセコーボレーション 情 報耗括部F‐

人ft開発冊宅所 町長 1元株式会社7ブタ師市環境7カテミー市長|

株式会社内岡洋行 申F規事業開発室長

株式会社市国ホテル 取 怖役営業部長

(教育者)

北海道文教大学 ■ 長

■柱法人fl単■図 理 事長

城西大学女子短期大学部 教 授

仙吉白百合短期大牛 助 教授

名古壇女子大学規翔大■=「

に求1目祉専門半拭

中九)JI幻期大学

大手前女子短期大学

東京家政学院大学 教 授

十文字学図女子短期大学 教 授

浅川 修 二

秋葉 英 一

堀江  光

植■由実子

柴山  正

武田 寿 子

白川実知子

福井  有

一　
名
　
　
顧

誉顧間 和 野内 ■弘   子 雌国際大学 札幌国際大学垣l秩■部 ■長

間 私 ☆  中    学 技法人秋茉宇団 型 ■

刈田  績   東 京YMCAttFl学 技 元 花よ

高月 束     東 京工芸大学女子垣期大学科 名 苦教授

畑中 四 明   東 京スクー′レ ォ ブ ビ ジネス元学校長

委員会名 内 容   備 考

■企画委員会

年事業rll画の立末 4~施  検 討年次予算夫の立末新規事業の↑画

素詰規/E 組織改福の上米国際交流の検討軟墳法研究助成lH度の

運用

0大 宮 登  北 崎 宜  1瀬  啓 予 池 内 健 古 島 名 正 柔

8崎  斉  坂 本 一 登

■編集委員会

請文集の企画 編 楽読文募集方法関lT論文集掲取論文のキ五

0ケ 穣 啓 子 佐 藤 東 九男 川 蔽 啓 子 佐 十木 1,子

北崎  寛  中 村 fE部

■研究推進委員会

■次研究大今の企両方ヨ|の掟定全国大会の研究発表者の決定プロ

ックリーダー間のtrg携(進祐会)ア ロック研究会のllttltせ

0島 名 正 英 篠 原 収  拡  本 一全 gⅢ 奇 キ  武 田 秀 丁

松井 弘 子

■広報委員会

会報の企画 編 楽宇会の広報の企画 編 集学会長チ朱方法の技討

0■ 四 貨 治 藤 回 コ〕久 地 内 雌 治 藤 本 幹 子 内 藤 英 佐

lU 昌 道

■2000年 記念ブロジエクト
20mttlHt合計の発行 1綿楽委員会と逆推)
20叫)キ記合研究大会 (研究推進委員会とと推)

0わ 永 弘 之 中 |」 世キ 市 方 真 澄 湊 回 刊 久 作 原 !に

坂4 -登  十 に 舟 典

0北 崎 電  な 丼 弘 子



(単位 :円 ) 予  算 決  算

長

員

会

大

会

助

瓢
正
京

会

壊助含収入

態収入

受取千t息

研究推進翠隅金

4050000

1750000

〕500000

50000

18000

7000000

3480000

1600000

1500000

45174

15106

7000000

論集実行長

会壊■

広報演

旅愛交通費

プロック研究会

楠助金

研究助成&

人件責

事務費

遍侶及

印駒費

消歳品氏

軽費

予備責

2000年 配念事業

私立途

研究推進準備金

次匂 宮棟題金

500000

1200000

100000

1500000

1800000

1440000

500000

1200000

1000000

800000

50000

50000

92010

2000000

5000000

0

545100

921900

1296399

1596343

2433276

1440000

500000

924700

617997

540171

39355

88625

0

2000000

4447490

0

合  計 14363000 i3640280 合  計 13122016 17394296

平成1 0 年度 収 支 計 算 書 (平成 10年 5月 1日～平成 11留 月30日 ) 貸 倍 対 照 表
(平成 )1年 4月 30日 現在 )

収入の部     予  算      決  算

第 13回 全国大会  4965000  4525100

支出の部  予  算     決  算

4965000   4491891

(平成 11年 5月 1日―平成 12年 4月 30日 )平成11年度 収 支 予 算 傑) ●懇 親  会 ●

川瀬 啓 子 大 会準備委員長

崩 事勘司長 難

コ",研 1多開発☆は 2的 年度新規rr来として、足する 「ビンヽス空材に関する研修会Jリ ブ●/ラ ム回分空印

柱2 7ロ ツケlF発会補助金は
一人当た ,25∞ 円 とする

とュ:研究切に生 まJACO教 娯法町完助成格に移行する

●4i印 ちサ費の大半 を占あるよi名 簿■今“ 印 年印昭!とする

開 催  日 :平蔵12年 9月 7日 (木)、 8日 (金)

当 番  校 :札幌国際大学短期大学部

統一テーマ :21世 紀を展望するビジネス実務教育

なお 全 国大会前日の9月 6日 (水)に  ビ ジネス実務研修会を予定しております。 (参力回費は15000円 を予定)

また 同 年12月 にはビジネス実務教育担当者向けのワークショップセミナーの開催を予定しております。 (参加費は50000円 を予定)

詳細は後日こ連絡します。

学会事務局からの連絡

●第18回全国大会のフログラム 論 文集を販売しております。こ希望の方は安国女子短期大学にこ連絡下さい。

(担当 i川瀬先生 も しくは安田先生 TEL1082 8フ 881]])

普通預金

北洋銀行   4皓 3

北洋銀行 4研 7975

富士銀行 2138772

(郵仁扇) 22`680

正 味財 産 の部

危期預全

02000年度記念事乗積立金

2 01Xl∞0

研究推進準備金4447496

正味財遼合HT 6447 496

(単位 1円 ) 支 出 の 罰

前年寝線越金

全愛収人

正会貝

策助会呂

欄助登収入

雑収入

受敏利3

研究推進揮備金

計

平成10年度

(実績)

3764016

3480000

1600000

1500000

45174

15106

フ000000

17404宮 96

平成11年度

(予第)

0

4992400

l S60 000

1500000

40060

10000

64474B0

14439890

大会関連受

2000年 記怠事業

特別婆受

論集発行安

全壊重

研楼開発安 に 】ヽ

広報妥

旅費交通表

フロック研究会

橋助金 に "

研究助成立 に 0)

UACB〕航 耐効 成釜

人件費

事務愛

通信愛

E,刷愛 に 1)

,肖縞

難騒

予偏費

2000年 記念穏エ

研究trE進毎備住

平成10年度

(実績)

545100

0

921900

1296399

0

1 496 tj43

2436276

1440000

500000

0

)024700

61フ 937

540171

39355

87890

0

ぞ000000

44も g225

フヽ404236

平成11年度

(予憂)

0

2000000

800000

1000000

500000

1000000

1500000

1795000

0

1000000

900000

500300

50000

50000

50000

94890

0

3200000

14439890

ロ


